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．はじめに─大阪商業大学所蔵の ミル自筆書簡─
大阪商業大学は、 メディアセンター 開館 周年記念 企画 大阪商業
大学図書館 特別展示・記念講演 ） として 経済学の古典に学ぶ─スミスの世界とミルの
世界─ を 年 月 日から 日まで開催した。
そのパンフレット前文 記念企画開催にあたって には、次のように書かれた。
大阪商業大学図書館では、従前よりイギリス古典派経済学関係を中心とする稀覯本を収
集してきました。なかでもアダム・スミスの著作は、 国富論 を初版から第 版、 道徳
感情論 についても初版から第 版（第 版を除く）を有し、各国で出版された 異版




















）筆者は、この特別展示最終日の 日午後 時から 経済学の古典に学ぶ スミスの世界とミルの世界
と題する講演を行った。





記念事業の意義をこのように説いたこの企画は、 読売新聞 （ 年 月 日朝刊、地域
版、 摂河京泉堺）にも採り上げられた。そこには 経済学の原点 一堂に─ 国富論










論文末に掲載した 大阪商業大学図書館所蔵 ミル自筆書簡一覧 が示すように、同館
は 通の ミル自筆書簡を所蔵している。その蒐集は、 年 通、 年 通、 年
通、 年 通、 年 通、 年 通（ 通不明）であり、クリスティ（





これら書簡の内、クリスティ宛の書簡番号 （ ））、 （ ）、
番（ ）、 番（ ）は、まず、筆者によって
）で紹介され、その後、 に再掲された。















また、バーネット宛の書簡番号 （ ）、レイ宛の書簡番号 （
）は、 では紹介されなかったものの
の編集段階で情報が提供され、掲載された ）。























頁 ［ ］ 頁 ［ ］ 頁 ［ ］ 頁 ）。なお、 で示










（ ）、 坊や （ ）と呼び合う仲であり、ミルが成人してからも、 年
末に至るまで親交していた 。ただ、 自伝 の初期草稿に、当時健在であったサラに対す






大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
）ミルは、 年 月 日のコーツ（
）宛書簡で、 エドワード・ストラット氏によって委員会に提出された賃金
に関する論文 に言及しているが、これは、 年代半ばに功利主義者協会のメンバーを中心とする十
数名が、ロンドンのグロ ト宅において 読書し討論しながら、 抽象的経済学のいくつかに新しい見
解 提起していた。 この 試論集 の国際価値論に関する第一論文と第四論文 利潤と利子につい
て の基本構想は、この読書研究会の討議から生まれたもの （杉原四郎・山下重一編 ミル初期著作










）パトナム宛ミル自筆書簡（ 年 月 日）






















） ベーネイ（ ）宛書簡（ 年 月 日））
本書簡は、イエール大学図書館所蔵の書簡草稿およびそれを翻刻・印刷した
（ ）の に
大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
）山下重一訳註前掲書、 頁注（ ）。
）イギリスの議会として使われていたウェストミンスター・パレスは、 年 月 日のロンドンの大火
事で焼失した。その再建（ ）は、イギリスの著名なゴッシク・リヴァイヴァルの建築家
ピュージン（ ）とネオ・ルネサンス建築家のパイオニアとなった バリー（ ）で担





































































） ［ ］は、 と原書簡では書かれている。














































































































大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
大阪商業大学図書館特別展示・記念講演 開催の折に配布したものに若干の修正を施した。
大阪商業大学図書館所蔵 ミル自筆書簡について（井上）
）大阪商業大学図書館所蔵 ミル自筆書簡一覧
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